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役相当が 10.7%、事業部長相当 12.2%、部長相当が 77.1%であるから、まさに管理職を対象とした
アンケート調査に基づいた記事になっている。詳細は出典を辿ることにして、本論に関係が深い
ところだけフォーカスしてみよう。アンケート項目で、「経営職、管理職で成果をあげる上で、
教養などのリベラルアーツは必要だと思いますか。」（n=131）に対して「必ず必要だと思う」、「必
要だと思う」、「どちらかというと必要だと思う」の肯定意見が 80%を超えている。ではなぜ必
要と感じるのか、経営職・管理職の立場で、何が役に立つのでリベラルアーツが必要だと答える
のだろうか。この問いに対する答えは、別項の答えで伺うことができる。「経営職、管理職にとっ
て、リベラルアーツは何に役立つと思いますか。特に役に立つと思うものを 3つまで選んで順番
をつけてください。」という設問において、多くの人が 1～ 3位にあげた項目は、「多様なものの
見方ができるようになること」（60.9%）、「意思決定における自分の軸を作ること」（45.9%）が抜
きんでていた。逆に、「パーティートークの話題が増えること」（6.7%）は少数派であり、所謂、
教養的な広範の知識は管理職という立場を考える上では関連は薄いようである。この結果を考察
すると、管理職の立場からのリベラルアーツ教育への期待は、「こんなことも知らないようでは
恥ずかしい」という意味での教養的知識を覚えることではなく、むしろ、多様な考え方を受け入
れつつ、自己の中に判断基準を有することが出来ることを指しているように思われる。つまり、
リベラルアーツ教育とは何かを社会的要請から逆に推論すると、単に知識を覚えるためのもので
はなく、思考する力を身に着けることに重点がおかれるもの、とみることができるのではないか。
こう書くと専門分野の研究活動を深めれば、個々人の思考する力を養うことは可能ではない
か？、という意見が生まれるかもしれない。この意見は、筆者自身の工学分野での研究活動の経
験からも、必ずしも否定されるものではない。しかし、敢えて書くならば、工学の専門分野の研
究の指向と、リベラルアーツ教育の狙いは一致せず、一方で他を補うことはできないと筆者は考
える。端的に書くと、工学分野の研究の多くは「最適化」に向けて行われる活動であるのに対し、
リベラルアーツ教育がとりあげる学問分野では、必ずしも最適解が存在しない。研究の到達点の
捉え方が異なるために、研究のアプローチや手法、考え方にも違いがある。思考力を鍛えるとい
う点では工学の研究を深めることも意義はあるが、それを以って万能としないことは、工学系大
学でリベラルアーツを議論する時に認識すべき点であると筆者は考える。
では、工学系大学である本学におけるリベラルアーツ教育にはどのようなものが求められるの
か。先のリクルートマネージメント・ソリューションズの調査にあるように、物事の多様な見方
や、自分の中に判断基準をもつことは、どのように涵養されるのか。その答えは、リベラルアー
ツ教育に重点をおく国内外の大学の取り組みがヒントになると思われる。注視すべき点は、「講
― 104 ―
義では何を教えているか」ではなく、「学生がどのようにして学んでいるか」である。例えば語学、
哲学、心理学といった科目で教授されることを学生が受動的に知を獲得することと、これらの学
問の中で先人が構築した理論を駆使して主体的・能動的に課題に向き合う中で気づきを得ること
は、どちらも学習の活動ではあるが、そのアプローチは異なっている。工学系の科目では、学生
実験を除いては受動的に学ぶことが中心であろう。これはその後に続く卒業研究など専門分野で
の研究活動や、企業での活動で専門分野での能動的な活動と対になるものであるからで、学生時
代は将来の能動的な活動を支える基礎学問を学ぶことが求められているのかもしれない。話を戻
すと、工学系大学のリベラルアーツ教育を模索するときに、工学系の専門科目のアプローチをイ
メージしてリベラルアーツ教育を取り入れるのは意味がない。受動的にリベラルアーツ教育を学
んでも、それと対になる能動的な場がなければ、まさにパーティートークの話題を増やす程度の
成果しか生まないのではないか。専門分野の議論でも、異分野間ではアプローチや方法論が異な
る。まずは見方が異なる世界があるのだと認め、理解することはやはり重要である。
受動的な学びに偏った状況を打破するものとして「アクティブラーニング」が注目されているが、
我が国ではまだ発展途上段階であると考えられる。実のあるアクティブラーニングを構築するう
えで、リベラルアーツ教育に重点をおく取り組みの「どのようにして」という点に着目し、それ
を工学系教育にアレンジしていく取り組みが 1つの道を与えるのではないかと期待している。
6　まとめ
工学系大学におけるリベラルアーツ教育について考えてきた。リベラルアーツ教育の重要性、
必要性については各界から論じられ、支持されているが、我が国には明確な定義がないために、
具体的な議論を困難にしている。大学課程初期の科目が一般科目、一般教養と言われていた時代
から、それは何の役に立つのか、という議論を耳にすることがある。この疑問は講義室で語られ
る知識に対する問いであり、教育体系を作る教員に対する問いでもあるだろう。答えのない課題
に的確に挑戦する技術者を育てるためにも、受動的に得た知識のみに偏らず、能動的に考える力
の涵養もまた重視されるべきである。
国内でもリベラルアーツ教育に注力する大学があるが、本学の理念に合致する先例は多くない。
何が求められているか、どのような人材を育成すべきかをしっかりと見定めて教育体系や方法を
議論して実践していくべきであろう。
まとめではあるが、最後に 1つだけ付け加えたい。先のリクルートマネジメント・ソリューショ
ンズのアンケートで、リベラルアーツを「社会人になる前も含めて、これまで学んだことがなく、
これからも学ぼうと思っていない」と答えた人は全体の 1割程度であった。一度学べばもう学ば
ない、というものではないのである。本学は高専からの編入学生が主を占めており、高専で専門
分野についての学習を経て本学に入学してくる。そして本学で語学、人文科学、社会科学系の科
目に取り組むことになる。通常の大学教育とは順番が逆なのだが、それを踏まえた教育ができれ
ば、これもまた本学独自の教育の形であろう。学生が個々の専門という柱をもち、加えて専門分
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工学系大学の視点からみたリベラルアーツ教育
野の教育研究だけでは賄えない思考や思想、知識を受け入れ、活かす能力を手にいれられる教育
を、引き続き模索していくことが重要である。
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